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株式会社ＪＡＳとは？



１．株式会社ＪＡＳとは？

いちごの生産・加工・販売を一気通貫で行う企業



１．株式会社ＪＡＳとは？

２０１５年～ 千葉県南房総市でいちごの生産を開始



１．株式会社ＪＡＳとは？

２０１５年～ 同時に国内の菓子製造業・飲食店等に直接販売を開始



１．株式会社ＪＡＳとは？

２０１９年～ いちごの生産国内フランチャイズ展開を開始 約４ha 全国に展開



１．株式会社ＪＡＳとは？

２０２２年～ いちごの生産国外フランチャイズ展開を開始 約２ha ニュージーランドに展開



１．株式会社ＪＡＳとは？

２０２３年～ いちごの輸出を開始 アメリカ・香港・シンガポール・ドバイ向け

香港

ドバイ

シンガポール

アメリカ



１．株式会社ＪＡＳとは？

２０２５年～ いちごの輸出を拡大 フィリピン向け

フィリピン



１．株式会社ＪＡＳとは？

２０２６年～ いちごの輸出を拡大予定 タイ・台湾向け

タイ

台湾



フィリピン向け輸出の実績について



２．フィリピン向け輸出の実績について

千葉・群馬産のいちごを成田空港から輸出
現地、関係会社のSICをインポーターとして輸入・販売を展開

ＪＡＳ社 ＳＩＣ社
日本料理店

一本槍

百貨店

三越

●小売 6店舗
一本槍

●卸売
日本人オーナー会 飲食店

●小売
MITSUKOSHI FRESH

●卸売
グランド ハイアット ホテル
シャングリラ ホテル

●小売 2店舗
SAWADA ICHGO CAFÉ

●卸売 300店舗
Bistro Group
築地  
その他



２．フィリピン向け輸出の実績について

輸入者 SIC社の販路



２．フィリピン向け輸出の実績について

日本料理店 一本槍の販路



２．フィリピン向け輸出の実績について

百貨店 三越の販路



２．フィリピン向け輸出の実績について

フィリピン国内で展開されているいちご（アメリカ産）

２５０g ４３０PHP（１，１４０円）



２．フィリピン向け輸出の実績について

フィリピン国内で展開されているいちご（アメリカ産）

２５０g ４３０PHP（１，１４０円）



２．フィリピン向け輸出の実績について

フィリピン国内で展開されているいちご（韓国産）

２５０g ９５０PHP（２，５１８円）



２．フィリピン向け輸出の実績について

フィリピン国内で展開されているいちご（フィリピン産）

５００g ３７５PHP（９９４円）



フィリピン向け輸出の申請について



３．フィリピン向け輸出の申請について

内容 作成・提出者及び実施者 発行・提出先

１ 園地・施設登録申請 生産者 都道府県

２ 園地・施設番号 付与 都道府県 生産者

３ トラップ設置（害虫捕獲容器） 生産者 植物防疫所

４ トラップ調査（害虫発生状況確認） 植物防疫所

５ 査察 植物産業局 植物産業局（フィリピン）

６ 輸入許可 登録（SPSIC） 輸入者（フィリピン） 植物産業局（フィリピン）

７ 特定原産地証明 登録（産品登録） 生産者 日本商工会議所

８ 特定原産地証明 登録（企業登録） 輸出者 日本商工会議所

９ IV＆PL発行 輸出者 輸入者（フィリピン）

１０ 輸入許可 申請（SPSIC） 輸入者（フィリピン） 植物産業局（フィリピン）

１１ 特定原産地証明 申請（EPA） 輸出者 日本商工会議所

１２ 植物検疫証明 輸出者 植物防疫所

１３ 航空貨物運送状（AWB） フォワーダー 輸入者（フィリピン）

特定原産地証明
（EPA）

日本側

輸入許可証
（SPSIC）

フィリピン側

航空貨物運送状
（AWB）

植物検疫証明
（PHY）

Invoice & PackList
（IV＆PL）



３．フィリピン向け輸出の申請について

植物産業局

日本商工会議所

農林水産省

輸出者生産者 輸入者

フォワーダー

植物防疫所都道府県

2国間交渉

園地施設 登録

査察

トラップ調査

植物検疫 申請

特定原産地証明 申請

AWB発行

輸入申請

日本側 ← → フィリピン側



フィリピン向け輸出の可能性について



４．フィリピン向け輸出の可能性について

⑴ 国内総生産（ＧＤＰ） ⑵ 人口 ※平均年齢６９．８歳

4,620億USD

2,080億
USD

10,160万人9,630万人

⑷ 出生率⑶ 労働力率

63.1%62.8％

1.92

3.36

※ 日本対比11％（日本＝40,300億USD） ※ 日本対比81％（日本＝12,397万人）

※ 日本対比70％（日本＝81.9％） ※ 日本対比160％（日本＝1.2）



４．フィリピン向け輸出の可能性について

首都マニラ及び近郊に富裕層が集中
富裕層商圏が狭い

4割

6割

● 消費市場の5割を占める   富裕層人口：約10,000万人×50%＝5,000万人

↓

● マニラ及び近郊に集中している  マニラ人口：約2,630万人

↓

● マニラ居住の富裕層数   マニラ居住の富裕層人口：約1,800万人（70%）
       ※現地居住者の感覚的割合

中間
富裕層

低所得層



フィリピン向け輸出の課題とリスクについて



５．フィリピン向け輸出の課題とリスクについて

払拭しきれないカントリーリスク・・・

⑴ 不安定なコールドチェーン

現地、輸入者のレベルにより、通関に掛かる時間が大幅に異なります。

通関時は冷蔵・冷凍保管が途切れる為、通関に時間が掛かる事でコールドチェーンが途切れる事になる。

輸入者と物流業者の厳選が必須

⑵ 通関時のアンダーテーブル要求

今期、3回アンダーテーブルを要求する事案が発生しました。

当社は要求を受け入れず交渉により事なきを得たが、費用を高額請求されたりする可能性が残る。

輸入者の厳選が必須



ご清聴ありがとうございました
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